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場 所 教育委員会室 

出 席 委 員 教 育 長 渋 谷  正 宏 
 

委 員 對 馬  初 音 

 委 員 伊井 希志子 
 

委 員 前田 小百合 

 委 員 大 川  康 徳 
 

  

出 席 説 明 員 事 務 局 次 長 
生涯学習担当部長 岡 本  勝 実 

 
教育政策担当部長 
教育人事企画課長 

松 尾  了 

 学校整備・支援担当部長 髙 山  靖 
 庶 務 課 長 

学校ICT担当課長 渡 邊  秀 則 

 学 務 課 長 森  令 子 
 特別支援教育課長 
就 学 前 教 育 
支援センター所長 

河 合  義 人 

 学校支援課長 中 曽 根  聡 
 

学校整備課長 安 川  卓 弘 

 学校整備担当課長 鈴 木 伸 建  生涯学習推進課長 本 橋  宏 己 

 
済美教育センター 
所 長 

古 林  香 苗  
済美教育センター 
統括指導主事 

加 藤  則 之 

 
済美教育センター 
統括指導主事 

清 水  里 恵  
済美教育センター 
教育相談担当課長 半 野 田  聡 

 中央図書館長 出 保  裕 次    

事 務 局 職 員 庶 務 係 長 池 田  佳 世  法規担当係長 中 野  雄 介 

 
 担 当 書 記 松尾 菜美子    

傍 聴 者 ０名   
 

  

 

  



 

 2 

会議に付した事件  

 

（議案） 

  議案第 6 9 号  杉並区長等の給与等に関する条例等の一部を改正する

条例 

        （区議会提出議案に係る意見聴取）  

  議案第 7 0 号  杉並区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例  

        （区議会提出議案に係る意見聴取）  

  議案第 7 1 号  杉並区学校教育職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例  

        （区議会提出議案に係る意見聴取）  

 

（報告事項）  

  （１）杉並区教育委員会事務局等における不適切事案等の要因分析及

び再発防止対策検討委員会報告書に基づく今後の取組について  

  （２）学校給食の牛乳を提供中止とした経緯等について  

  （３）学校運営協議会委員の任命について  

  （４）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  

  （５）区立学校における I C T  推進に関する取組の進捗状況等につい

て 

 

行政視察の実施報告  



 

 3 

目次 

 

 議案  

  議案第6 9号  杉並区長等の給与等に関する条例等の一部を  

改正する条例  

        （区議会提出議案に係る意見聴取）・・・・・・・・3 1  

  議案第7 0号  杉並区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一      

        部を改正する条例  

        （区議会提出議案に係る意見聴取）・・・・・・・・3 3  

  議案第7 1号  杉並区学校教育職員の給与に関する条例の一部      

        を改正する条例  

        （区議会提出議案に係る意見聴取）・・・・・・・・3 4  

 

 報告事項 

  （１）杉並区教育委員会事務局等における不適切事案等の要      

     因分析及び再発防止対策検討委員会報告書に基づく今      

     後の取組について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

  （２）学校給食の牛乳を提供中止とした経緯等について・・・・・1 4  

  （３）学校運営協議会委員の任命について・・・・・・・・・・・1 5  

  （４）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について・・・・1 5  

  （５）区立学校における I C T  推進に関する取組の進捗状況      

     等について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 7  

 

 行政視察の実施報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 4  

  



 

 4 

教育長  では、定刻になりましたので、ただいまから令和６年第 1 9 回杉

並区教育委員会定例会を開催いたします。  

  それでは、本日の会議について、事務局より説明をお願いいたします。 

庶務課長  本 日の 議事 録の 署名 委 員 につ きま して は 、 教育 長よ り事 前 に

前田 委員 と のご 指 名が ござ い まし た ので 、よ ろ しく お 願い いた し ます 。  

  本日の議事日程についてですが、議案３件、報告事項５件、最後に行

政視察の実施報告を予定しております。以上でございます。  

教育長  それでは、本日の議事に入ります が、議案第 6 9号から 7 1号につ

きましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 2 9 条の規定

に基 づ く 区長 か ら の意 見 聴 取案 件 と して 、 意 思形 成 過 程上 の 案 件と な

っております。したがいまして、議案第 6 9号から 7 1 号の審議につきま

しては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 1 4 条第７項の規

定により、非公開としたいと思いますが、異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは、異議がございませんので、そのようにいたします。  

それでは、まず報告事項の聴取を行います。事務局より説明をお願い

いたします。 

庶務課長  そ れで は、 報告 事項 の １ 番「 杉並 区教 育 委 員会 事務 局等 に お

ける 不 適 切事 案 等 の要 因 分 析及 び 再 発防 止 対 策検 討 委 員会 報 告 書に 基

づく今後の取組について」、私からご説明を申し上げます。  

  資料をご覧ください。今、お話を申し上げました対策検討委員会の報

告書が出ましたので、今後の取組ということで報告いたします。  

リード文に書いてございますとおり、令和５年度、教育委員会事務局

及び区立学校等で発生いたしました重大事故、更には公益通報により発

覚した不適切な事案等につきましては、再発防止策の実効性を更に高め

ていく必要性があるという認識から、全庁的な組織として教育委員会事

務局等における不適切事案等の要因分析と再発防止対策について、検討

委員会を設置いたしました。また、外部有識者からも３名、ご意見を頂

きながら検討を進めてきたものでございます。  

この度、対策委員会で別紙の報告書が取りまとめられました。そのこ

とを受けまして、内容に則り再発防止策を講じることを基本として、令

和７年度、更には今後の取組につきまして、そこに記載のとおり、以下

実施することといたしましたため、ご報告いたします。  
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そこに書いてあります主な再発防止の取組を説明する前に、検討委員

会報告書の概要、ポイントについて説明をさせていただきます。  

別冊になっておりますが、報告書の方をご覧いただければと思います。

よろしいでしょうか。  

こちらの方を、まず章立てについては、ちょっとページをおめくりい

ただきますと、目次がついてございます。そこに書いてあるとおり、第

１章から第６章までの６章立てになっております。  

１ページの第１章につきましては、本検討の対象とした不適切事案と

いたしまして 1 1 事案ございました。その概要と当初当面の対策という

ことで整理したものが記載されております。  

第２章につきましては、委員会の構成や外部の有識者氏名など、先ほ

ど申し上げました３名の有識者の名前、更には教育長をヘッドとした委

員会の構成を記載したものでございます。  

第３章、 1 0 ページ になります。検討 の参考とするため に教育委員会

の組織概要を記載しております。  

第４章、 1 3 ページ からになりますが 、 検討委員会での 検討に 先立っ

て、教育委員会事務局の中で行った各事案の問題点、更には発生原因を

整理したものとなっております。  

また、第５章につきましては、全６回検討委員会が開催をされており

ますが、そこで出されました有識者と各委員からの意見の概要及び分析

された改善が必要な点などを記載したものでございます。  

最後、第６章、 3 4 ページからになり ますけれども、各 事案等に共通

する改善が必要な点とそれに対する再発防止の取組を表形式でまとめた

ものを最初にお示ししております。また、 3 7 ページからは再発防止策

の具体的な取組について記載されてございます。  

また、 4 2 ページ以 降 、文書で提出さ れました各有識者 の意見などを

記載し、第６章の最後になりますが、 5 6 ページには検討委員会の委員

長であります渋谷教育長の再発防止への取組の決意などが記載された文

というふうになってございます。  

また、報告書の資料といたしまして、この間、区議会への報告、マス

コミへの情報提供、教育委員会への報告などに関する資料を追加して載

せているものでございます。  

以上が報告書の概要となります。 
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教育委員会資料にお戻りいただきいただきまして、今、説明した報告

書の内容を受けまして再発防止に取り組むものとして、具体的にそこに

記載しているものでございます。  

内容につきましては、今のリード文の下ですね、１番、令和７年度の

主な再発防止の取組として、３点示してございます。  

（１）については、「学校の危機管理対応に対する支援体制の強化」。

（２）が「校庭の安全管理等について」、（３）が「ハラスメント防止対

策の強化」という形で載せております。 

（１）番の「支援体制の強化」のところでございますけれども、学校

において、児童生徒の安全に関わる事案など、危機管理対応が必要にな

った際、学校からの相談を受けることはもとより、学校への迅速かつ的

確な助言・支援、更には区長部局を含む全庁的な連絡・調整を行う組織

というのを改めて作るとしてございます。  

報告書の方に目を 移していただいて 、 3 8 ページ。今申 し上げました

新しい組織というのがちょっと分かりにくいところもあるので、フロー

図としてまとめております。今回の再発防止に当たっては、このことが

非常に重要だというのがありますので、分かりやすい形で、報告書の中

にはフロー図でお示しをさせていただきました。真ん中に【新設】と書

いてございまして、「学校問題対応支援に係る専門組織」ということで、

「（仮称）学校問題対応支援係」というものを新たに教育委員会事務局

内に設けるということで、そこの構成は統括指導主事を初め、学校管理

職、いわゆる校長だとかの O B の職、更には心理・福祉の専門職、警察

のO B、あとは行政の事務職員などで構成された組織となります。  

これがいわゆる学校から児童生徒に関するいじめだとか体罰、更には

保護者からの学校に関するいろいろな苦情・相談、事件・事故、あらゆ

る相談について、そこで一旦受け止める、報告をもらうとなります。そ

こから各学校に担当の指導主事というのが今、現状済美教育センターに

おりますので、そことの連携を図りながら学校に行って事実確認を行っ

た上、支援する内容、方法について検討して、必要があれば直接所管の

課に伝える、更には区長部局の方にも連絡を取るということで、ここが

初動の体制で一連の動きをしていってスムーズな支援ができるような形

を取っていく。具体的な学校支援を経ていろいろな事案が終結に向かう

ということを見立てて、新しく組織を設けるというものが新しい７年度
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の取組の１番目になってございます。  

資料の方にお戻りいただきまして、（２）が「校庭の安全管理等につ

いて」ということで、６年９月、昨年度はくぎが発見されて、その後も

かなりの数のくぎを回収・撤去したはずなのですが、残念ながら当該学

校以外のところからも新たに発見されたというのがございまして、それ

も含めて、今までの取組より安全対策をもう一度更に一歩進める。中に

は委託の業務の中にも含めることができないのかどうか、これについて

も継続して検討していくことが必要だということで、大きい２番として

早期に取り組む内容として示させていただいております。  

また、（３）が「ハラスメント防止対策の強化」というところで、残

念ながら今回公益通報でハラスメントについての告発がされたのですが、

十分な対応ができていなかった、また、反省点の中では相談窓口の周知

が不十分だったというご意見もいろいろ頂いていますので、ハラスメン

ト防止対策については強化を図るということで、相談窓口の周知、更に

は対策強化月間などを設けて、アンケート、研修等を含めて、ハラスメ

ント対策を更に推し進めるというものを早期の対策として位置付けてお

ります。 

資料の裏面にいって、２「今後の取組」ということで、今、話をした

主な３点が全て早急に７年度でやるのというものですが、今後の中長期

的な対応としては、そこに書いてあるとおり、学校の危機管理対応する

組織を７年度に示しましたというのがあるのですが、それ以外の組織に

ついても引き続き検討していく必要がある。検討会の中で外部の意見、

外部の有識者からの意見もあったとおり、済美教育センターの成り立ち

というのは非常に複雑でございまして、最初は教育の研究機関としてス

タートして、その後、教育委員会内部への改編ということで、学校への

指導といいますか、その部分を受け持つということで、正直、業務の肥

大化、組織が肥大化していったところがございましたので、それを改め

て見直すというのも非常に重要だというのがありますので、これはなか

なかすぐできるという話ではございませんので、これは中長期的な視点

で在り方そのものを、センターのみならず教育委員会事務局全体の組織

として改めて見直していくことも必要だと示してございます。 

また、再発防止の取組については当面、当然やったことについては検

証が必要だというのがございますので、先般、教育委員会でも報告をさ
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せていただきました、毎年やっている教育に関する事務の管理及び執行

の点検評価という仕組みを使って、再発防止策についても実施の内容、

効果についてもいろいろ学識経験者の意見を踏まえて点検評価をしてま

いりたいと思っております。 

３番「今後のスケ ジュール 」でござ いますが、 2 9 日の 文教委員会、

議会の方にも報告した後、区のホームページ、 1 2 月に入りましたら公

表ということを考えているものでございます。  

ちょっと長くなりましたが、報告については以上でございます。  

ただいまの内容につきまして、何かご意見、ご質問などございました

らお願いをいたします。  

教育長  ち ょっ と 補足 いい で すか ね 。全 体 像 が ちょ っ と今 のだ と 分か り

にく い か と思 い ま すの で 、 まず 、 そ もそ も こ の対 策 委 員会 を 設 置し た

のは 、 教 育委 員 会 事務 局 と 済美 教 育 セン タ ー の身 内 だ けの 検 討 では 不

十分 だ ろ うと い う こと で 、 第２ 章 に あり ま す よう に 、 区長 部 局 の 総 務

課だ っ た り企 画 課 だっ た り 危機 管 理 室だ っ た りの メ ン バー の 方 に入 っ

てい た だ いて 、 そ れか ら 各 学校 ・ 園 の校 長 先 生、 園 長 先生 に 入 って い

ただ い て 検討 委 員 会 を 組 織 しま し た 。外 部 の ３人 の 有 識者 の 方 々 は メ

ンバーではなくて、ご助言を頂くという位置づけになっています。  

  第３ 章に は 、 教育 委員 会 の 組 織 の概 要が 書 いあ っ て、 第４ 章 には 、

まず 、 自 分た ち の 自己 評 価 、教 育 委 員会 事 務 局と 済 美 教育 セ ン ター で

1 1 の事案についてどういう分析をしたのかということが書かれていま

す。 そ の 第４ 章 に 書か れ た こと を 基 に、 今 回 新た に 設 置し た 検 討委 員

会の メ ン バー 、 区 長部 局 の 方だ っ た り、 学 校 長だ っ た り、 園 長 先生 か

らご 意 見 を頂 い て 、な お か つ外 部 の 有識 者 の 方か ら ご 質問 を 受 けて 、

また 新 た に追 加 し たり と い うや り 取 りの ま と めが 書 い てあ る の が第 ５

章になります。  

そういったことを基に、検討会としての報告書の原案を作成した段階

で、改めて有識者の方たちにそれをお送りしました。そして、第６章の

一番後ろに有識者の意見というのがついておりますけれども、検討会で

検討した原案に対して、有識者３名の方から文書でご意見をもらった上

で、最終的に修正を加えて完成させました。修正した点についての記載

が有識者の意見の後にのっていると思います。そして最後に、この検討

会の委員長は私、教育長になりますので、教育長としてまとめて報告を
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出したということになります。最終的に令和７年度の施策、どのように

変更していくのかというまとめが、今、庶務課長がご説明したとおり、

全体的な流れとしてはそういう経緯になっていると、そういうご理解を

頂ければと思います。すみません。  

庶務課長  そ れで は、 ご質 問、 確 認 、何 かあ りま し た ら お 願い いた し ま

す。 

對馬委員  不 適切 なと か、 あっ て は いけ ない こと が 起 こっ てし まっ た こ

とが 、 こ うや っ て いっ ぱ い 並べ る と こん な に たく さ ん あっ た の だな と

いう 感 じ がす る の です け れ ども 、 一 つ一 つ に 対し て よ く検 討 し て、 こ

こに 原 因 があ っ て 、こ う い った 再 発 防止 策 を 取ろ う と いう こ と で、 こ

れが 出 来 上が っ た こと は と ても 意 味 があ る こ とか な と 思い ま す 。や は

り起 き て しま っ た こと は 仕 方が な い とし て 、 これ 以 上 同じ こ と が起 き

ない よ う にと い う こと に 、 これ か ら 私ど も を 含め て 関 わっ て い く人 た

ちが 意 識 して 、 ま た襟 を 正 して 進 ん でい け た らと 思 い ます の で 、よ ろ

しくお願いいたします。  

庶務課長  ありがとうございます。今、ご指摘いただいたとおり、 1 1 事

案ご ざ い ます の で 、そ れ を １個 １ 個 や っ て い くと 時 間 的な 制 約 がご ざ

いま す け れど も 、 本当 に 外 部の 有 識 者か ら も 苦言 と い いま す か 、厳 し

いご 意 見 も頂 き ま した 。 さ っき お 話 をし た と おり 、 全 部紹 介 で きな い

のですが、 4 2 ページ以降に有識者からも文書でご指摘を頂いたり、そ

の結 果 、 直し た と ころ も 、 さっ き 教 育長 が 補 足で お 話 をさ せ て いた だ

いた と お り、 示 し てい る と ころ が あ りま す の で、 そ う いっ た も ので 出

来上 が っ た再 発 防 止策 で ご ざい ま す ので 、 そ の実 効 性 を 高 め て いき た

いと思っているところでございます。  

  ほかにはいかがでしょうか。  

大川委員  今 回の 報告 書の 中で 学 校 問題 対応 支援 に 係 る 専 門組 織が 新 設

され る と いう こ と にな っ て いま す 。 こう い っ た横 断 的 に対 応 す る組 織

とい うの は 、充 実 させ て発 展 させ て いく こと が 必要 だ と思 いま す ので 、

是非 進 め ても ら い たい と 思 う の で す けれ ど も 、こ う い った も の の中 で

別の 視 点 とし て 、 非違 行 為 に な り 得 ます よ ね 、こ う い った 不 祥 事が あ

った 時 は 。そ う す ると 、 こ の問 題 を 解決 し て 再発 防 止 とい う 視 点で 動

くの と 並 行し て 、 人事 的 な 措置 と い うの も 進 めて い か なく て は いけ な

い。 そ う する と 、 途中 で 退 職さ れ た 方も い ら っし ゃ い まし た か ら、 ス
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ピー ド 感 と丁 寧 な 対応 と い う 両 方 、 なか な か 難し い 調 整が 必 要 とな り

ます の で 、今 後 制 度を 作 っ てい く に 当た っ て は 、 そ の 非違 行 為 につ い

ての 厳 正 な対 応 と いう こ と も意 識 し なが ら 設 計し て い ただ き た いと 思

いま す 。 そう で な いと 、 や って 任 期 満了 、 ま た退 職 で 逃げ て し まう と

いう こ と が起 こ る と 、 組 織 とし て は よろ し く ない と 思 いま す 。 是非 工

夫していただければと思います。 

教育人事企画課長  今 、委 員お っし ゃら れた とお りで す。 迅速 かつ 丁寧

とい う 、 考え 方 に よっ て は 矛盾 し て いる も の を 、 で も 両方 と も 進め て

いか れ る よう に 、 もし そ の 非違 行 為 が あ っ た 場合 に は 、ま ず は 事実 確

認を き ち んと し て 、両 サ イ ドの お 話 を き ち ん と聞 い て 、そ の 上 で判 断

して い く 必要 が あ る か と は 思い ま す が、 そ こ を こ の 報 告書 に あ る内 容

を踏 ま え て丁 寧 に 、そ し て 誠実 に 行 って い く 必要 が あ る な と い うこ と

は、 反 省 点と し て 考え て お りま す 。 今後 、 新 しい 組 織 が で き る と思 い

ます の で 、そ の 組 織と と も に 一 緒 に 進め て ま いれ る よ うに 、 精 いっ ぱ

い頑張っていきたいと思います。  

大川委員  よろしくお願いします。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。  

伊井委員  こ のよ うな こと が起 こ っ て、 本当 に自 ら 前 向き に捉 えつ つ と

いう か 、 反省 も 踏 まえ な が ら、 次 に 内部 か ら 変わ っ て いく と い う動 き

を起 こ す とい う の は本 当 に 大変 な こ とで す し 、 私 は 敬 意を 表 す る動 き

では な い かな と 思 って い て 、こ れ を 拝見 し て 本当 に 今 後の 状 況 に期 待

したいなと思っております。  

１点だけ、現場に非常に関わることなので、今までの体制とかやり方

ではない部分になるあたりとか、しかし、学校の方では毎日いろいろな

ことが動いているので、その中でどのように現場に関わる方々お一人ひ

とりに周知いただくかというあたりは、是非本当に丁寧に、走りながら

考える感じだったり対応する感じにはなってしまうと思いますけれども、

心を込めてご対応いただくと、私たちももちろん応援できるところはさ

せていただきたいと思いますが、そのように進めていただけたらいいの

かなといったお願いができたらと思います。よろしくお願いいたします。 

庶務課長  今 回、 再発 防止 に取 り 組 む の だと いう こ と で、 こう いっ た 形

で報 告 書 にま と め てご ざ い ます 。 当 然学 校 現 場に 関 わ る 事 件 ・ 事故 、

教育 委 員 会内 部 の もの 、 そ れら が 複 合し て い るも の 、 いろ い ろ ござ い
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ます。  

  その中で作って終わりということではなくて、当然これを、例えば学

校については校長会だとかを通じて、予定では教育長自らがこういう報

告書が出来上がったというところで、学校における取組についてお話を

してということも予定しております。また、教育委員会事務局内の各所

管については、当然これを基に O J T、職場内できちんと事例を反省材料

として使って、具体的にこういうことがあってというような反省点、課

題があってそれに対してこのように取り組もうという具体的なものがい

ろいろ出ていますので、そこをしっかり各職員、それぞれが確認してい

く。それを各所属長、係長を通じてそれに取り組んでいこうということ

も思っておりますので、そういった形で作って終わり、見たらもうそれ

でおしまいということではなくて、これを活用しながら二度とこういっ

た不祥事が連続して起こるような事態を招かないということで、取り組

んでまいりたいと思っているところでございます。  

伊井委員  どうぞよろしくお願いいたします。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。  

前田委員  ２点ありまして、 4 2 ページのこの文科省 国立教育政策研究所

の志 々 田 さん の コ メン ト が すご く 「 あ あ 、 そ うだ な 」 と思 っ た のが 、

今回 、 指 導主 事 の 方が す ご く肝 に な るよ う な 新し い 組 織体 制 と いう こ

とで 、 私 もど う い うス キ ル を持 っ た 方な の か とい う の をき ち ん と把 握

でき て い るか 不 安 はあ る の です け れ ども 、 本 当に こ う いう 問 題 事案 の

対応 と い う、 今 ま で指 導 主 事の 方 が 専門 と し てや っ て いた こ と とは ち

ょっ と 違 うこ と に 役割 が つ くの か な とい う こ とを イ メ ージ し て おり ま

して 、 そ こに 関 し ては 、 こ ちら の ご 意見 で す と 、 少 し 時間 を か けな が

ら役 割 を 担っ て い ただ け る よう な こ とを お 願 いし た い とい う こ とが 書

いて い ま すけ れ ど も、 こ れ に関 し て はど う な ので し ょ う、 指 導 主事 の

方た ち が ここ を 担 うこ と は 、こ の 組 織上 、 そ んな に 不 自然 な こ とで は

ないという感じなのでしょうか。 

済美教育センター所長  今も 済美 教 育セン ター にお い て指導 主事 は 学 校

で起 こ っ た様 々 な 問題 に 対 して 対 応 して お り ます 。 た だ、 指 導 主事 は

指導 主 事 とし て 、 今の 職 に 着任 す る 前は 、 学 校で は 担 任を し て いた 教

員が ほ と んど で す ので 、 そ の経 験 を 基に し た 見方 だ っ たり 、 支 援、 助

言し か で きな い の が現 状 か なと 思 い ます し 、 当た り 前 なの か な とも 思
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っています。  

  です ので 、 今 回の 新し い 組織 の 中で も 、 志 々田 先 生も おっ し ゃっ て

くだ さ っ てい ま す が、 指 導 主事 に こ こま で の 経験 を 踏 まえ た 以 上の 対

応を 求 め るこ と と いう の は 酷な の で 、そ こ は 周り で き ちん と 組 織的 に

対応 し な がら 、 指 導主 事 と して で き る 役 割 を 明確 に し て、 き ち んと や

って い く こと が 望 まし い と いう こ と で、 私 ど もも そ の よう な 考 えの 中

で指 導 主 事と し て 果た せ る 役割 を 明 確に し て 今位 置 づ けて い る ので 、

それであればしっかりと果たしてくれるかなと考えております。  

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 とい うこ とは 、 今 やっ てい らっ し ゃ

るこ と と 、あ と プ ラス 、 い ろい ろ 迅 速性 が 求 めら れ た りと か 、 今ま で

やっ て い たこ と で なか な か 難し か っ たか ら 、 この 新 し い組 織 が でき て

いる と 思 うの で 、 また い ろ いろ な 方 と協 力 し 合い な が ら、 心 理 とか 福

祉の 専 門 家の 方 と 協力 し な がら や っ てい く と いう こ と で 理 解 い たし ま

した。ありがとうございます。  

あと、もう１点が、今、いろいろな情報をもっと迅速に連携しなさい

ということが書かれているのですけれども、結構校長先生とお話しした

りしていると、もうすごい量のメールが既に今たくさん来ているという

ことで、その中に埋もれやしないだろうかということを心配していまし

て、先生もそうですけど、もう既に情報過多の中、この重要なものとそ

うでないものを上手に仕分けながらというのは、企業でも結構難しい問

題になっていまして、私たちも社内の情報はこっちで見て、社外の情報

はこっちでみたいな感じで、少し情報の場所を分けたりはしているので

すが、日々の目の前のことに翻弄されるのが先生の現場だと思うので、

そこら辺の情報の上手な区分けというのも是非併せて推進いただけると

いいかなと思いました。以上です。  

庶務課長  今 、ご 指摘 をい ろい ろ 頂 いた 点、 校長 会 だ とか 副校 長会 な ん

かも や っ て、 情 報 提供 、 情 報共 有 を 図っ て は きて い ま す。 た だ し、 前

田委 員 か らご 指 摘 いた だ い たと お り 、 い ろ い ろな も の が日 々 メ ール と

か電 子 的 なも の で いわ ば 一 方的 に 送 り付 け ら れて く る ので 、 確 かに 情

報に 埋 も れて し ま うよ う な 現象 、 確 かに ご 指 摘い た だ くよ う な ケー ス

も多いです。 

我々送る側も内容に当然重いもの、それなりのもの、ルーチンのもの

というのもありますので、特に重要だというものについては、何か目立
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つような形、またはフォローをする、その説明だとかをやはり別途すべ

きだというところで、やはりそういったところを浮かび上がらせて、学

校に伝えていく。学校の校長、副校長から、更に現場の担任だとか、学

校の教職員にも伝わっていく、やはりそういうやり方を日々研さんとい

いますか、やっていかなければいけないかなというのはご指摘のとおり

だと思いますので、そういった形で取り組んでまいりたいと思います。  

ほかにはいかがでしょうか。  

教育長  今 のに 関 連し てで す けれ ど も 、 そも そ も指 導 主事 の役 目 とい う

ので す か ね、 使 命 とい う の は、 ま ず 現場 に 行 って き ち っと 的 確 に情 報

を把 握す る 、教 育 委員 会事 務 局が 的 確な 判断 が でき る ため の情 報 収集 、

目と な り 耳と な る こと 。 そ れか ら 、 こち ら 事 務局 で そ れに つ い てど う

対応 しよ う かと い った 教育 委 員会 の 意思 をき ち っと 学 校現 場に 伝 える 、

それ が や はり メ イ ンの 仕 事 にな っ て 、そ の 機 能を き ち っと 徹 底 させ る

ことになる。 

指導主事というのはそもそも教育管理職候補者としての研修の一環と

して指導主事をやっている側面があるので、そういう経験を積み重ねる

ことによって、最終的に自分が副校長になった時、校長になった時に危

機管理だったり、事件・事故が起きた時に、「あっ、今までの自分の経

験を通して、的確に判断できる」という資質能力を形成する、そういう

意味合いでいるのですね。ですから、そういった育成という意味も込め

て体制をしっかりつくり直すというのが、今回の大きなポイントになっ

ている。 

それから、情報については、今ご指摘いただいたとおりなのですけれ

ども、ここでの情報というのは、何か事件や事故があった時に、学校か

ら教育委員会への情報だったり、また、教育委員会から区長部局だった

り、マスコミ対応での情報の流れだったりというものがスムーズでなか

ったりだとか、判断の遅れがあったということの反省を踏まえて、でき

るだけ本庁の方にそういった機能を集約することによって、迅速に対応

すると。 

学校現場からすると、教育委員会は窓口がいっぱいあって、どこにど

う相談していいかなかなか分かりにくいという問題もあると。  

多くの区市町村の教育委員会の場合は、学校担当の指導主事に連絡す

ると、その方が本庁にいれば、「それは学務課ですね、学務課の誰々さ
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んですね」とか、「これは庶務課ですね」と、指導課に連絡があっても

その他の課との調整なんかも指導主事ができたのですけれども、今、杉

並の場合はそれが離れた場所にあるので、そういう他課との連絡調整も

指導主事がやりにくいみたいなこともやはり問題点としてあるというこ

とで、そういった物理的なものを克服しようと、そういう意味合いもあ

ると、そういう理解です。以上です。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、ないようでございますので、報告事項の１番についての質

疑は終了いたします。  

 続きまして、報告事項の２番「学校給食の牛乳を提供中止とした経緯

等について」、学務課長からご説明申し上げます。  

学務課長  「 学校 給食 の牛 乳 を 提 供 中止 とし た経 緯 等 につ いて 」で ご ざ

います。牛乳の納品事業者から急遽要請がございまして、 1 1 月７日に

1 2校、８日に全校の学校給食の牛乳の提供を中止いたしました。  

  事業者の報告によるところでございますが、この提供中止の要請を行

った理由といたしましては、事業者は毎日納品前に細菌検査、それから

牛乳パックにノズルを入れて牛乳の成分を確認する理化学検査の２種類

を行っているということでございますが、当日は細菌検査を失敗してし

まったことから、理化学検査で一旦ノズルを入れた牛乳パックで細菌検

査をやり直したところ、ノズルについていた菌がシャーレで培養されて、

検査結果が異常値を示してしまった。そのことから提供の中止を要請し

たということでございます。  

  事業者は、当該牛乳を納品した東京都、山梨県の一部の学校全てに電

話連絡をしたということで ございます。杉並区には７日の 1 0時 3 0 分頃

連 絡が ご ざ いま し て 、学 務 課 の方 で 全 校に 電 話 連絡 を 行 いま し て 、児

童・生徒の摂取はございません。  

  納品事業者は、２つの検査の検体は兼用しない、また検査が終わった

ら検体はすぐ処分することを再発防止策として講じるということでござ

いましたので、区としてもこれを徹底するよう申入れました。  

  その他といたしまして、これは仕組みの話でございますが、学校給食

の牛乳については、東京都が入札した事業者が各自治体に納品される仕

組みとなってございまして、今回の納品事業者も同様でございます。 

  また、保護者の対応でございますが、 1 1月７日、それから 1 1月 1 4 日、
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２回にわたって、状況の方を t e t o r u で全保護者にご説明したところで

ございます。 

  私からは以上です。  

庶務課長  そ れで は、 ただ いま の 内 容に つき まし て 、 ご質 問、 ご意 見 な

どございましたらお願いをいたします。  

對馬委員  今、 t e t o r u で保護者に連絡をしたということですけれども、

保護 者 の 方か ら 何 かご 意 見 とか ご 質 問と か 頂 いた こ と はあ っ た ので し

ょうか。 

学務課長  ま ず、 ７日 につ いて は 、 こち らも 詳細 が 全 く分 から なか っ た

ので 、 牛 乳を 取 り やめ た こ と 、 ま た 、翌 日 は 水筒 を 持 って き て くだ さ

いというお願いだけだったので、学務課の方に２件、「詳細はどういっ

たことでしょうか」というお問合せがあったものでございます。  

なお、詳細につい ては、 1 4 日のお知 らせ の方で全保護 者にお知らせ

いたしました。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、ないようでございますので、報告事項の２番につきまして

の質疑を終わります。  

  続きまして、報告事項の３番「学校運営協議会委員の任命について」、

学校支援課長からご説明を申し上げます。  

学校支援課長  私 から は、 杉並 区学 校運 営協 議会 規則 の規 定に 基づ く 学

校運営協議会委員の任命についてご報告いたします。  

今回、任命されるのは、小学校１校、１名となってございます。任期

は令和６年1 2月１日から令和８年 1 1月 3 0日までの２年間となります。  

私からの報告は以上です。  

庶務課長  そ れで は、 ただ いま の 説 明に つき まし て 、 何か ご意 見、 ご 質

問な ど ご ざい ま し たら お 願 いを い た しま す 。 いか が で しょ う か 。よ ろ

しいでしょうか。  

では、ないようでございますので、３番については以上とさせていた

だきます。 

続きまして、報告事項の４番「杉並区教育委員会共催・後援名義使用

承認」につきまして、生涯学習推進課長からご説明を申し上げます。  

生涯学 習推進 課 長  私 か ら は 、 令 和 ６ 年 1 0 月 分 の 杉 並 区 教 育 委 員 会 共

催・後援名義使用承認についてご報告をいたします。  
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  1 0 月分の合計ですが、全体で 1 7 件でございます。定例、新規の内訳

は、定例が1 5件、新規が２件でございます。  

  共催・後援の内訳は、共催が２件、後援が 1 5件となります。  

  私からは以上です。  

庶務課長  そ れで は、 ただ いま の 説 明内 容に つき ま し て、 何か ご意 見 、

ご質問などございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。  

伊井委員  直 接こ のこ とに とい う こ とで はな い の で す けれ ども 、中 学 生

の文 化 発 表会 が あ った の で すが 、 セ シオ ン 杉 並で あ っ た時 に 、 幼児 の

ため の お やつ の レ シピ を 考 える と い うの が 、 各校 、 セ シオ ン 杉 並で 発

表さ れ て いた の で すけ ど 、 書き 方 と か内 容 も 含め ま し て、 す ご く進 化

して いる と いう か 、観 点と か もし っ かり 学習 し てい る なと いう こ とと 、

S D G s や環境学習、それから保健の授業とかも含めて、栄養面から もす

ごく 分 析 しな が ら 、自 分 が この こ と をや っ た とい う 、 その 料 理 を 作 り

まし た 、 その お 菓 子を 作 り まし た と いう と こ ろか ら 、 更に 次 の 段階 に

進む 、 次 につ な が るよ う な 文面 だ っ たり 考 え 方だ っ た りが し っ かり 記

載さ れ て いる も の があ っ た ので 、 今 年、 中 学 校の 保 健 の教 科 書 の採 択

があ っ た ので す け れど も 、 時間 が 少 ない 中 、 すご く 先 生方 が い ろい ろ

な意 味 で 授業 を 進 めて い た だけ て い るの か な とい う 印 象を 受 け た学 校

が多 か っ たで す 。 是非 今 後 もい ろ い ろ済 美 教 育セ ン タ ーと か の 方か ら

もご 指 導 、ま た 応 援い た だ けた ら い いの か な と思 い ま した 。 あ りが と

うございます。  

済美教育センター所長  ありが とう ござい ます 。 そ の ように 見て くだ さ

って い る と思 う と すご く う れし い で すし 、 そ うい う お 話を 頂 い たと い

うことは、是非校長先生方に伝えたいなと思いました。  

一つには、やはり学校がそれぞれの教科単体で学びを行うのではなく

て、いろいろな教科を関連づけて、もっと更に一段上の力を目指してい

るというところで工夫していることが一つあるのだろうなと思いますし、

それが同時に子どもたちの中でもいろいろな学習で学んだことが自分の

中で関連づいて、そういうところに成果として表れているのであれば、

本当にうれしいことだなと思うので、更に増えていけるように学校と力

を合わせていきたいと思います。ありがとうございます。  

伊井委員  ま さに 今お っし ゃっ て い ただ いた 教科 横 断 的な 学び につ な が

っているなと感じました。今後とももよろしくお願いいたします。 
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庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

教育長  単純 な質 問な ので すが 、 ５ ペー ジの 学校 支 援 課分 で 富 士見 丘 中

学校 区 の 地教 連 （ 地域 教 育 連絡 協 議 会） が 後 援名 義 を 申請 し て いる の

です が 、 こう い う 地 教 連 の 取組 は 基 本的 に 後 援名 義 を 申請 す る もの な

のか ど う なの か 、 申請 す る メリ ッ ト 、デ メ リ ット と い う の で す かね 、

そういったものがあるのか教えてもらえますか。  

学校支援課長  地 教連 に関 して は、 地域 の懇 談事 業と あと 中学 生が 参 画

した 子 ど も地 域 活 動促 進 事 業、 こ れ につ い て は年 間 を 通し て 共 催の 申

請を 頂 い て承 認 し てい る も のな の で すが 、 今 回の は 地 域教 育 連 絡協 議

会が 主 催 者に な っ て、 保 護 者を 含 め て家 庭 教 育講 座 を 開催 し た いと い

うこ と で 、家 庭 教 育講 座 の 開催 に 当 たっ て の 共催 の 申 請を 頂 い たと い

うこ と で す。 で す ので 、 こ れは 家 庭 教育 講 座 のた め の 申請 承 認 とい う

ことになります。  

教育長  そうすると、申請はしなければいけないものなのですか。 

学校支援課長  い わゆ る地 域教 育連 絡協 議会 が決 まっ た事 業枠 では な く

て、 そ の 枠か ら 外 れて 家 庭 教育 の 講 座を 開 き たい と い うプ ラ ス のお 申

出な も の です か ら 、そ の 家 庭教 育 講 座の 部 分 に限 っ て 、再 度 申 請を す

るという形になります。  

教育長  逆に申請しないとできないことなのですか。 

学校支援課長  申 請す るこ とに よっ て、 家庭 教育 講座 で例 えば 講師 を 呼

ぶた め の 分担 金 と か、 そ う いっ た も のは 別 予 算で 持 っ てい ま す ので 、

講師 を 呼 んで こ う いう 家 庭 教育 講 座 をや り た い と い う プラ ス の 提案 で

して 、 頂 いた も の に対 し て 単に 名 義 承認 を し てい る だ け で は な くて 、

分担金もお出ししていると。 

教育長  分かりました。ありがとうございます。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、ないようでございます。報告事項４番についての質疑は終

了いたします。 

続きまして、報告事項の５番「区立学校における I C T推進に関する取

組の進捗状況等について」、済美教育センター統括指導主事 からご説明

申し上げます。  

統括指導主事（清水）  私からは令和６年度区立学校における I C T推進に

関わ る 主 な取 組 の 進捗 状 況 につ い て 、済 美 教 育セ ン タ ーが 担 当 する ソ
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フト面についてご報告いたします。  

まず、教職員向け I C T活用研修の実施についてです。今年度も年間を

通じて各校における I C T活用リーダー連絡会と、各校や教員の要望に応

じて取り組む訪問型要請研修、希望制の参加となる I C T活用研修を行っ

てまいりました。  

I C T 活用リーダー連絡会は、年間８回、定期的に開催し、日常の授業

で児童・生徒が主体的に学ぶための I C T活用方法や課題等を共有してい

ます。また、授業公開を行い、その内容を各校へ還元してまいりました。 

I C T に 関す る訪 問 型要 請研 修は 、 1 0 月 末時 点で 3 6 回 実施 して おり 、

授業における共同学習ソフトや家庭学習でのデジタルドリルの効果的な

活用方法、情報モラル教育に関する研修などを実施しております。  

また、希望制でロイロノートを授業で活用するための研修も行いまし

た。 

更に、研修動画を 2 0 本ほど配信し、 教職員が自校で学 べるように環

境を整えております。  

今後は新しくなった電子黒板やデジタルドリルの効果的な活用に関す

る研修を増設し、動画の配信数と内容のより一層の充実を図ることで、

学校における I C Tを活用した取組をより一層増やし、児童・生徒 の学習

が充実するよう学校を支援してまいります。  

次に、学習者用デジタル教科書の実証事業についてです。こちらは、

文部科学省の実証事業、外国語と算数・数学を活用してまいりました。

今後、抽出校を対象としアンケート調査を実施して、その結果と活用状

況を分析し、適切な活用を更に推進してまいります。  

学校における帳票の電子化及び適切な管理については、今年度、全区

立学校において現在在籍している児童・生徒の指導要録の電子保存化を

実施いたしました。  

最後に、仮想空間を活用した不登校児童・生徒への支援に関する実証

事業の実施についてです。東京都のバーチャル・ラーニング・プラット

フォームを活用し、関わりの場や学びの場を提供してまいりました。今

後は児童・生徒の相談対応の充実のため、心理職等の参加を検討してま

いります。 

私からは以上です。  

庶務課長  そ れで は、 ただ いま の 説 明内 容に つき ま し て、 何か ご意 見 、
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ご質問などございましたらお願いいたします。  

大川委員  私から２点お願いします。  

  １点 目が 、 １ の④ です か ね、 「 教員 向け 研 修動 画 の配 信 」 と ある の

です け れ ども 、 こ れは ど れ くら い 利 用さ れ て 見て い る かと い う のは フ

ォローしていらっしゃるのかがまず１点目です。  

  あと、もう１点が、４番の「仮想空間を活用した不登校児童・生徒へ

の」というところなのですけれども、本当に動き始める、使えるもので

あればものすごく役立つと思うのですけど、今回のこの取組状況につい

て、どれぐらいの方が参加したり、どういうことであったのかをもうち

ょっと詳しく教えてください。  

統括指導主事（清水）  １点 目の ご 質問の 研修 動画 な のです が、 現時 点

で全ての動画を、トータルになってしまうのですけれども、 1 0 0回くら

い再 生 が あり ま す 。内 容 と しま し て は、 集 合 研修 で 行 った も の を撮 り

ため てお い て、 見 てい ない 方 、参 加 され てい な い方 も 見て いる と いう 、

そういう内容になっております。  

大川委員  分かりました。そうすると、トータルで 1 0 0回だと少ないなと

思っ た の です け れ ども 、 そ うで は な くて 、 見 逃し 配 信 的な 形 で 、行 け

なかったものをフォローできるという利用方法なわけですね。 

統括指導主事（清水）  はい。そういった動画も含まれております。  

教育相談担当課長  バ ーチ ャル ・ラ ーニ ング ・プ ラッ トフ ォー ム に 関し

ては 、 現 在、 さ ざ んか ス テ ップ ア ッ プ教 室 に 通う 小 学 生が ９ 名 、中 学

生に 関 し ては ６ 名 登録 し て おり ま す 。内 容 に つき ま し ては 、 こ ちら に

お示 し し てあ る と おり 、 指 導主 事 や 適応 指 導 教室 の 職 員と 、 あ と 都 の

支援 員 の 方が 入 っ て、 そ こ で関 わ り を 持 つ と いう と こ ろと 、 あ と 、 デ

キタ ス と いう 学 習 ソフ ト が あり ま し て、 そ れ を使 っ て 学習 を す ると こ

ろになっています。  

今後、やはり児童・生徒がより入って来られるように、さざんかステ

ップアップ教室に各相談員がいるのですけれども、その相談員に輪番制

で入ってもらって、子どもたちの相談に乗るということをやっていけな

いかなと検討してまいりたいと考えております。以上です。  

大川委員  是非担 当して いる 先生 方 だけで なく 、子 ど もたち の意 見と か 、

もっ と こ うい う も のだ っ た ら使 い た いと い う のを 拾 い 上げ て 、 充実 さ

せていただきたいと思います。お願いします。  
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庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。  

前田委員  大 川委 員の ご質 問と 関 連 する ので 、先 ほ ど バー チャ ル・ ラ ー

ニン グ ・ プラ ッ ト フォ ー ム は授 業 を やっ た り して 、 ど うい う コ ンテ ン

ツをやっているのかというのをお聞かせいただけますか。  

教育相談担当課長  先 ほど の繰 り返 しに なっ てし ま う ので すけ れど も、

基本 的 に 交流 の 場 とい う と ころ で 、 支援 員 だ った り 、 あと た く さん 児

童・ 生 徒 が入 っ て くれ ば そ の児 童 ・ 生徒 同 士 でと い う とこ ろ が ある の

です け ど 、実 際 に 入っ て き てい る の が１ 人 だ った り と いう と こ ろな の

で、 指 導 員だ っ た り、 指 導 主事 だ っ たり と の 会話 と い うと こ ろ で今 や

っているところです。  

そのほかに関しては、学習ソフトだったりというところで、なかなか

東京都のプラットフォームなので、自由にこちらでいろいろいじること

がなかなか難しい状況なので、そちらについては、また東京都の方に相

談というか、投げかけて改善してもらえるように考えていきたいなと思

っています。 

前田委員  先 ほど 大川 委員 から あ り まし たけ れど も 、 是非 現場 でど う だ

った か と いう の を フィ ー ド バッ ク し ない と 、 東京 都 の 方も 次 の 施策 、

いい も の が打 て な くな る と 思う の で 、 是 非 子 ども の 声 とか を 含 めて 、

よきものにしていただければなと思っております。  

ちなみに、それは顔を出さないような感じでお子さんは入っているの

ですか。 

教育相談担当課長  そ こに つい ては 、全 員ア バタ ー で 、本 名を 出す 必要

もな い の で、 当 人 同士 で は 誰が 入 っ てい る と いう こ と は全 く 分 から な

い状況になっております。  

前田委員  ありがとうございます。  

  あと、ちょっとこの最後にあった児童の相談の対応のために心理職の

方の参加を検討とあるのですけれども、これはどういう課題があってこ

の心理職の方たちの参加の検討をされているのでしょうか。  

教育相談担当課長  や はり 子ど もた ち に でき るだ け入 って もら いた いな

とい う 感 じで 提 供 して い る ので す け れど も 、 何で な か なか 入 れ ない の

かな と 考 える と 、 指導 員 と かが い ら っし ゃ る ので す け ど、 そ の 人は 知

らな い 人 なの で 、 相談 す る にも ど ん な話 を し てい い の かも わ か らな い

でし ょ う し、 指 導 員も 子 ど もた ち か ら投 げ か けら れ た 言葉 に 対 して 、
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適切 に 子 ども た ち が求 め る もの を 返 せな い 場 合も あ る かと 考 え ます の

で、 や は り子 ど も たち の 心 理に 寄 り 添え る 相 談が 受 け られ る よ う、 ス

テッ プ ア ップ 教 室 にい る 心 理職 が 参 加で き た ら、 子 ど もた ち の 参加 率

がもうちょっと高まるのかなと考えております。  

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 今、 さざ んか ス テ ップ アッ プ教 室 に

在籍 して い る方 と いう こと は 、少 し さざ んか に も来 て いら っし ゃ る方 、

もし く は 在籍 は し てい る け れど も 、 あま り 来 てい な い 方と い う こと な

ので す か 。な る ほ ど。 そ う する と 、 本当 に 新 しい 場 所 に入 っ て いく と

なっ た 時 に、 な か なか ハ ー ドル が 高 いと 思 う ので 、 何 かイ ベ ン ト的 な

ものとか、「お話ししましょう」だけだとお子さんたちも なかなか入り

にく い か なと 思 う ので 。 も しあ れ だ った ら 例 えば ゲ ー ムの 何 か イベ ン

トが あ っ たり と か 、 ち ょ っ とみ ん な でや っ て みよ う み たい な の があ る

と、 い き なり １ 対 １で や っ ても 何 を 話そ う と なっ て し まう と 思 うの で

すけ れ ど も、 何 か みん な で 取り 組 む こと が あ ると 、 も う少 し 参 加し や

すい の か なと 思 う ので 、 そ うい う と ころ も 含 めて で き るよ う に なる と

いいなと思っております。よろしくお願いします。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。  

伊井委員  今回、これは I C T推進に関するということで取組の進捗状況を

詳細 に 教 えて い た だけ た の はす ご く よか っ た なと 思 っ てお り ま す。 数

字だ け で はな く て 、こ う い うこ と を やっ て い ます と い うこ と を 具体 的

に、 先 ほ どご 質 問 に答 え て いた だ い たよ う に 、再 生 回 数な ど も 教え て

いた だ い たの で 、 今の 全 体 像を つ か むの に と ても い い 資料 を 頂 いた な

と思っています。  

  １番の②の「 I C T 活用に関する訪問型要請研修」なのですけれども、

3 6 回実施されたということで、その内容として、授業での協働学習ソ

フト 、授 業 や家 庭 学習 での デ ジタ ル ドリ ルの 効 果的 な 活用 方法 の ほか 、

３点目に「インターネットや S N Sの利用における情報モラル教育」とい

うと こ ろ があ り ま すが 、 大 変基 本 的 な情 報 モ ラル と い うこ と が 、子 ど

もた ち は すご く 使 いこ な し てい る な とい う と ころ は 拝 見し ま す けれ ど

も、昨今、いろいろ S N Sの問題もありますので、低年齢から、もう使い

始め た ら 情報 モ ラ ルの と こ ろを し っ かり 積 み 重ね な が ら押 さ え てい く

必要があるというあたりは、 S N Sを使うことに関する基本的なところか

ら、 こ う いう 研 修 も含 め て 先生 方 の 方か ら も お伝 え い ただ く 取 組と し
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て、 何 か 仕掛 け と して そ う いう こ と が定 着 し てい く よ うな 、 社 会に 出

てか ら も ずっ と 大 人に な っ てか ら も 考え 方 と して 自 分 の心 の 中 に し っ

かり定着するような S N Sとの関わり方というものが育っていくといいな

と心から願っております。是非よろしくお願いいたします。  

統括指導主事（清水）  １年 間や っ てきた ご報 告を 申 し上げ まし たら 、

そのように感想を言っていただけて大変うれしく思っております。  

S N S 等の情報モラル教育については、やはり都度都度といいますか、

忘れた頃にやっていかなければいけないものだと感じておりますので、

伊井委員がおっしゃられたとおり、１回やって終わりということではな

く、継続してやっていかなければいけないものだと思っております。以

上です。 

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。  

對馬委員  今 のと ちょ っと 関連 し ま す。 是非 、著 作 権 教育 の研 修も 、 先

生ご 自身 も まだ 迷 われ てい る 部分 が ある と思 う ので す ね。 とい う のは 、

授業 の 中 はほ ぼ ほ ぼフ リ ー な の で す よね 。 使 って い い 。た だ 、 それ を

お家 に 持 って 帰 っ てし ま う と、 同 じ こと を や った ら ま ずい よ と いう こ

とが た く さん あ る ので 、 そ この と こ ろを も う 一度 押 さ えて い た だけ る

機会 が 、 多分 や っ てい ら っ しゃ る と 思い ま す けれ ど も 、 是 非 や って い

ただ き た いと い う こと と 、 全く 別 の 話で 、 私 ども 教 科 書採 択 と いう の

をや ら せ てい た だ いて 、 去 年 は 小 学 校、 今 年 は中 学 校 の教 科 書 をい ろ

いろ 拝 見 した の で すけ れ ど も、 そ の 時に や は りデ ジ タ ル教 科 書 とい う

か、 教 科 書の 中 の デジ タ ル コン テ ン ツ は こ の よう に 使 えま す よ と、 こ

のよ う に 使え る か らこ れ が いい の で はな い か なと い う 話が た く さん 出

るわ け で すけ ど 、 その 前 に 、あ ま り デジ タ ル コン テ ン ツが 載 っ てい な

い教 科 書 を使 っ て いた 時 と 、今 、 デ ジタ ル 教 科書 も 含 めて 、 普 通に 子

ども た ち が持 っ て いる 教 科 書に も デ ジタ ル コ ンテ ン ツ がた く さ ん増 え

てき て い ます け れ ども 、 実 際に 授 業 がす ご く 変わ っ て いる の か 、あ ま

り変 わ っ てい な い のか 、 そ のあ た り 、も し お 分か り に なれ ば ち ょっ と

教えていただいてもいいですか。  

統括指導主事（清水）  電子 黒板 が 入った 影響 があ り まして 、や はり デ

ジタ ル コ ンテ ン ツ が多 い 教 科、 活 用 しや す い 教科 に お いて は 、 少し ず

つでございますけれども使用は増えていると感じております。  

對馬委員  そ れは 、例 えば 先生 に よ って 差が ある と か 、学 校に よっ て 差
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があ る と いう こ と はな く 、 どな た で も比 較 的 使 わ れ て いる の で しょ う

か。 

統括指導主事（清水）  それ は、 や はり正 直申 し上 げ まして 、教 員の ス

キル で す とか 、 担 当し て い る学 年 で すと か 、 学校 に よ って ば ら つき は

ございます。 

對馬委員  分 かり まし た。 では 、 そ れも 含め て、 こ う いう 研修 とか で や

はり 皆 さ んに 知 っ てい た だ く、 使 っ てい た だ くと い う こと を や って い

らっしゃるという理解でいいですか。  

統括指導主事（清水）  そう です ね 。 訪問 型や 希望 制 も含め 、 教 員の ス

キルも上げていかなければいけないと感じております。  

統括指導主事（加藤）  委員か ら一 番最初 にあ りま し た 著作 権の 内容 の

研修 で す が、 学 校 司書 で す とか 、 あ とは 司 書 教諭 に 対 して は 、 そう い

った 内 容 の研 修 を 入れ て い るの で す が、 例 え ば管 理 職 向け の 研 修で す

とか 、 ほ かの 教 員 に向 け た そう い っ た研 修 は 、現 段 階 で計 画 で きて い

ない の で 、例 え ば その 動 画 等で 教 員 が視 聴 で きる よ う な形 で す とか 、

やは り 報 道等 を 見 てい ま す と、 そ う いっ た 著 作権 侵 害 が教 育 の 中で も

起き て 使 用料 を 支 払っ た 、 そう い う 内容 を 聞 くこ と も あり ま す ので 、

学校 に 向 けて そ う いっ た 学 びが で き るよ う な 形を 検 討 して い き たい と

思います。 

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。  

前田委員  今 の著 作権 に関 して 、 ち ょう ど娘 が小 学 校 ６年 生な ので す け

れど も 、 まと め の 学習 の 中 で、 や は りい ろ い ろな 情 報 を 参 照 し てロ イ

ロノ ー ト で資 料 を 作っ て い くと い う 授業 の 中 で、 や は り著 作 権 の話 が

出て お り まし た 。 うち の 娘 の先 生 は 、そ こ に すご く 知 識が あ る ので 、

こう い う こと は 学 校内 で は いい け れ ども 、 こ うい う 時 は駄 目 な のだ よ

とか 、 実 はそ の 授 業の 中 で 、私 も つ なが り の ある 、 デ ジタ ル の こと に

すご く 詳 しい 方 に も来 て い ただ い て 、著 作 権 と デ ジ タ ルシ テ ィ ズン シ

ップ に つ いて の 授 業を し て もら っ た こと が あ る の で す けど 、 例 えば 学

校の 中 は 、い わ ば 教習 所 み たい な 感 じで 、 外 に出 た ら もう 路 上 な の だ

から 情 報 の扱 い 方 に気 を つ けよ う で ある と か 、例 え ば 今、 著 作 権と い

う考 え 方 はあ り つ つも 、 オ ープ ン ソ ース み た いな 考 え 方 も あ っ て、 い

ろい ろ な 情報 を 使 いな が ら 、そ れ を また 発 展 させ て い くと い う 考え も

あっ た り する の で 、そ う い うと こ ろ の学 び と かも や っ てい る と いう の
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は聞 い て 、今 、 結 構子 ど も たち は マ イン ク ラ フト と か 、そ う い う誰 か

が作 っ た もの を 上 手に 発 展 させ て い くよ う な 、そ う い うこ と も 子 ど も

たち 自 身 はや っ て いる ら し くて 、 そ うい う と ころ は 、 先生 方 も やは り

つい て い きに く い とこ ろ も ある と 思 うの で 、 是非 図 書 の方 だ け では な

くて 、担 当 の先 生 方も 触れ て いた だ くと いい の かな と 思っ てお り ます 。

是非お願いいたします。  

統括指導主事（加藤）  あり がと う ござい ます 。多 く の区立 学校 では 、

そう し た 教室 の 授 業で 探 究 的な 活 動 です と か 、 調 べ 学 習を す る 際に 、

やは り 学 校司 書 が 授業 に 入 って く れ て、 著 作 権の 内 容 です と か を担 当

の教 員 と 一緒 に 子 ども た ち に伝 え な がら そ う いう 活 動 をし て い る場 面

はあ る の です が 、 １度 に 複 数の ク ラ スに 入 る こと は で きな い の で、 や

はり 教 員 向け に も そう い っ た学 び が 進め ら れ るよ う な 形を 考 え てい き

たいと思います。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

では、報告事項の５番については、以上で質疑を終了いたします。  

報告事項は以上です。  

教育長  続 きま し て、 日程 第 ５、 教 育委 員よ り 行政 視 察の 報告 を お願 い

いたします。よろしくお願いします。  

對馬委員  簡 単に スラ イド ショ ー を 作り まし たの で 、 見て いた だき な が

らの方が分かるかと思いますので、お話しします。  

視察の目的としては、私はやはり学校図書館とかに非常に興味を持っ

ておりますので、学校図書館、子ども図書館、杉並区の課題としての子

どもの居場所等を視察して、杉並区の教育に生かせるところがあればと

思いまして行かせていただきました。  

日程が 1 1 月７日、大阪国際中学校高等学校、同じ日にいくのパーク、

これは子どもの居場所なのですけれども、 1 1 月８日にこども本の森中

之島という３か所に伺いました。  

私の方からある程度概要を説明して、同行された伊井委員からもご感

想を頂きたいと思っています。  

まず、最初に伺ったのが大阪国際中学校高等学校。これは私立の学校

なのですけれども、前身の学校があって新しくこの学校になって校舎が

建ってまだ２年目のぴかぴかの校舎です。 

校舎全体に、廊下の壁の部分が全て書架になっている学校で、ある意
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味、私はこういう学校が理想だと思っていまして、ここを是非見せてい

ただきたいと思ってお願いしたのです。１階の中央のところに図書カウ

ンターがありまして、図書カウンターの奥側が職員室、手前側の奥の方

がカフェテリア、食堂とかで、生徒たちが常に使うところです。  

教室の扉の脇にも、子どものロッカーとか、いわゆる壁は何もなく全

部書架になっています。  

基本データとして、蔵書数が１万 8 , 0 0 0ちょっとで、洋書が 3 , 9 0 0冊。

国際学校というだけあって、国際バカロレアを取っている学校でして、

英語が得意なお子さんも多いということです。雑誌、新聞データベース

は十分にある数で、自動貸出機が２台、１階のカウンターともう１台が

３階だっけ。校舎は４階建てなのですけれども、その中にあるというこ

と。 

蔵書は I C タグ管理 をしています。 そ のために蔵書点検 を毎月やって

いて、ピーってあるじゃないですか。館長はよくお分かりだと思います

が、本当に一瞬でできる。それで毎月蔵書管理をしているということで、

そこでちょっとお金がかかっているなという感じです。 

司書が３名常駐しているのですが、紀伊國屋書店さんからの業務委託

で、６名ここにいて、その中の３名が常時いると。常に英語が理解でき

る人が必ずいるという配属になっているということです。  

中学校は各学年約 1 0 0名、３クラス。高校が３倍ぐらいいるというこ

とで、全部で 2 7 学級ぐらいなのですけれども、それに対して蔵書が１

万8 , 0 0 0冊、実は図書予算もそれほど多くはないのですね。多分杉並区

で一番多い学校とそんなに変わらないぐらい多くない中でこれだけのこ

とができている、子どもたちが高校２年生かな、いわゆる卒業論文のよ

うな探究を２年間ずっとやっていく対応もできているというのは、やは

り何が違うかというと人の配置かなと思います。常に司書が３名配置さ

れていることで、杉並の課題の一つが、私はすごく前から言っているの

ですけど、 2 5 学級以上あるような大規模な小学校も、中学で単級に近

い５学級、６学級しかない学校も同じ人数しか司書が配置されていない、

１人しか。同じ仕事はとてもできないと思うので、その辺を２名とか、

1 . 5名とかぐらいの体制がないとちょっと難しいかなということをここ

では感じました。  

あと、やはり私立なので理念が非常にきちっとありますので、人が代
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わってもこの体制が変わらないでいけるというところが、やはり大きな

ところかなと思います。  

伊井さんの方から感想を。 

伊井委員  私は本 当に つい てい か せ てい ただ く形 で 、 図書 の関 係も い ろ

いろ 興 味 があ っ た ので ご 一 緒さ せ て いた だ き まし た 。 やは り 今 、對 馬

委員 も お っし ゃ っ てい た の です け れ ども 、 生 徒と 本 の 出会 い を 促す た

めに 季 節 ごと の 展 示や デ ィ スプ レ ー もと て も すて き で 工夫 さ れ てい ま

した 。 そ の上 の と ころ に 、 生徒 の 美 術の も の が飾 ら れ てい た り 、す ご

くア ッ ト ホー ム な 感じ も 一 方で あ り なが ら 、 カウ ン タ ーに は 連 絡ノ ー

トが 置 か れて い て 様々 な 形 のコ ミ ュ ニケ ー シ ョン を 用 意し て い て、 生

徒とつながる一つのツールになっているなと感じました。  

私立の強みでありますけれども、参考になる点がいっぱいありまして、

人間を磨くという理念で、ホームページなんかもしっかりした形であり

まして、理事長がいろいろな方と話をする、トークをしているのがホー

ムページにあふれていたり、それから、講演会なども大切にしていらし

て、又吉さんやゴルゴ松本さん、「命」というあの方ですね。それから

ラジャさんとか、国際的であったり多様性であったりというところでそ

ういうゲストの方もお呼びになっていらっしゃるのかなということで、

簡単に寄りそうという言葉になってしまいますけど、司書の方のお話を

伺っていて、レポートとか小論文に対応していくきめ細やかさなんかは、

とても学ばせていただく点だったなと思っております。ありがとうござ

いました。 

對馬委員  で は、 二つ 目な ので す け れど も、 いく の パ ーク とい うと こ ろ

に行 き ま した 。 こ れは 生 野 区に あ る 、生 野 区 とい う の はご 存 じ の方 も

多い か と 思い ま す けど 、 結 構国 際 色 が豊 か と いい ま す か、 す ぐ 近所 に

コリアタウンがありまして、 7 0 か国、 8 0 か国ぐらいの方が住んでいら

っし ゃ る 地域 な の だそ う で す。 全 住 人の ６ 分 の１ ぐ ら いが 日 本 では な

い国 籍 を 持っ て い らっ し ゃ る方 が い らっ し ゃ ると い う エリ ア な ので す

が、 こ こ にあ っ た 旧御 幸 森 小学 校 と いう 学 校 の校 舎 が 、閉 校 す る時 は

もう６年生までで 7 0 人ぐらいしか児童がいなくなってしまって、統廃

合と い う こと で な くな っ て しま う の です け れ ども 、 こ この 地 域 はと て

も道 と か も狭 く て 、 住 民 が 避難 す る 場所 と し て や は り これ を 残 した ほ

うが い い とい う こ とに な り まし て 校 舎が 残 っ たと 。 そ れに 当 た って 、
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この 校 舎 をど う す るか と い う話 に な った 時 に 、こ の 校 舎を 生 か して 運

営していくために、地元の N P Oが一つできて、その N P Oと企業が共同事

業体になって、大阪市さんと 2 0 年間の賃貸契約をして、多文化共生の

拠点として今、運営管理をしているということです。  

2 0 2 2 年より始まっているということで、こちらもま だ２年目なので

すけれども、教室などの施設を必要に応じて改装していまして、例えば

ここは屋上プールなのですね。ちょうど夕方、日が陰っているところな

のでとてもいいビアガーデン風に見えるところですが、バーベキューエ

リアとしてプールは埋め立てないでそのまま、ちょっと下に平らにする

ためにすのこみたいなのが敷いてあるのですけど、そこにこういうきれ

いなガーデンセットみたいなのを置いて、ここでやると、雨はよけられ

ないし寒さも暑さもよけられないのだけれども、音が割と上に抜けてい

くので多少騒いでも大丈夫だったとか、そのようなことをおっしゃって

いました。学校の屋上とは思えないような、とてもきれいになっていま

す。 

ほかには、この左側の写真は教室だったところにダンススクールが入

っているのですけれども、元教室とは思えないぐらいすごくきれいにな

っています。 

右側の方は、ここは元図書室ではなくて違う部屋だったのですよね。

そこも改装して地域の人が使える図書室にしていて、大学生が来て、日

本語を母語としない子に対して、日本語学習みたいなのをボランティア

で教えていました。この中には、それだけではなくていろいろな教室１

個ずつが、韓国語を教えるとか、料理を教えるとか、レストランとかカ

フェとか、あと旅行会社みたいなのが入っていたり、ユーチューバーの

人が撮影するスタジオにしているお部屋があったり、美術の好きな方が

集まるような美術室があって、そこでは子どもがおばあちゃんたちと絵

を描いたり、終わると児童館にいる子どもと遊んだりする子もいるとか、

そういったいろいろな拠点になっています。  

校庭の方には畑もあって、地域の方も一緒に作ったものを子ども食堂

で出していました。それから、校庭の半分ぐらいはパーキング、駐車場

にしてお金を稼いでいるみたいなところで、要するに、非常に安いので

すけれども、賃貸契約をして、運営は自分たちでお金をつくり出しなさ

いよというやり方なのだそうで、大阪の方ですし、一生懸命いろいろな
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ところで頑張って稼ごうとしているところなんかも見受けられました。 

では伊井さんからも。 

伊井委員  ありが とう ござ いま す 。 地域 の居 場所 と い うこ とで 、多 文 化

の方 々 が 本当 に 来 て交 流 し てい る の だな と い うこ と を 目の 当 た りに し

て、住友商事の C S Rとかで、そこから絵本の提供があるということで、

図書 室 に はは ら ぺ こあ お む しの い ろ いろ な 言 葉の 本 が 置い て あ って 、

すごく楽しいなと思いました。  

建物の真ん中辺りは、デザイン会社の方々が考えたデザインなので、

普通の図書室の雰囲気とはまた違うなと感じたのと、ここの上で私たち

はお話を伺ったのですけれども、そこは小さいテーブルが幾つもあって、

３、４人でグループになっているお子さん方が非常に自由な感じで遊ん

でいて、その隣で事務局の方々が 1 0 人ぐらいお仕事されているような

感じなのです。その下の階がこれなのですが、ここでは週に４回学習を

教えてくださる方がいらして、私たちがお話を伺っている時には横で、

京都大学の学生さんでしたっけ、大阪でしたっけ、その辺りのいろいろ

な大学の生徒さんたちがお手伝いで見えていたりして、 N P Oさんと企業

体の方が協働しているよさと、あと地域の多種多様の方々が、そこを拠

点として本当にいい交流の場所になっているのだなということ、あと、

やはり大人が子どもたちを支える目線というのが、根本的なところ、基

盤がすごくしっかりしているなと、お話を伺いながら思いました。  

「みんなの学校」という映画があったじゃないですか。大空小学校の

木村先生。このあたりのお話と繋がっていますよね、多分。あの映画を

観て主人がすごく印象的なことを言っていて、「とにかく大阪の人は物

をよく考えるよね」と帰ってきたら一言言っていました。考えて考えて、

やりながらすごく取組として前向きに進んでいらっしゃるなと思いまし

た。ありがとうございました。  

對馬委員  では、 最後 、も う１ 施 設 行っ たの で 。 こ ど も本 の森 中之 島 と

いう と こ ろで す 。 この 真 ん 中に あ る 白い 横 長 の建 物 で すね 。 建 築家 の

安藤 忠 雄 さん が 計 画・ 建 築 をし て 、 大阪 市 に 寄附 を し たと い う 文化 施

設に な り ます 。 安 藤忠 雄 さ んは 、 こ ども 本 の 森と い う のを 今 、 日本 に

４か 所 、 自分 で 建 物を つ く って 、 寄 附を す る とい う こ とを や っ てい ら

っし ゃ い まし て 、 これ は 大 阪市 に 寄 附を さ れ た大 阪 市 のも の な ので す

が、今 は５ 年間 の 指定管 理で T R C さ んと長 谷工 さん と B A C H さ んの この
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３社の共同体で請け負っているということでした。  

  ちなみにということで、指定管理先がもし変わったらどうなるのです

かと伺ったら、配架とかなんかも全部変わるかもしれないということで、

指定管理はそういうことなのだなというのを改めて思ったりもしました。  

  やはり建築屋さんがつくっているので、建築物としてすごくきれいで

す。この右側の写真のようにすごく低い位置なのですけれども、子ども

が座った高さに窓があって、外の景色が見られるみたいな、「ここから

撮ると写真がきれいに撮れるのよ」、「光の入り方が、ほらきれいでしょ

う」みたいな、そういう工夫がされているのですということをおっしゃ

っていました。建築を勉強されている方なんかもよく視察にはいらっし

ゃるところなのですけど、全体的にこのように書架になっていて本があ

るのですが、遠目でちょっと見にくいかもしれませんけれども、遠くの

壁に面出ししてあるのなんかは当然取ることはできない。下の方にある

背が見えている本だけを取って読むことができるという施設になってい

まして、入館は無料なのですけれども、 9 0 分ごとの完全入替え制で予

約をして行くという形です。ここ中之島というのは、商業地帯・文化地

帯ということですので、あまり住んでいる子が多いとかではないような

感じなので、子どもたちがふらっと自由に入れるというよりも、休日、

親子連れで来るとか、私たちが行ったのも平日の昼間だったのですが、

大人の方、それから社会科見学みたいな子どもとか遠足の子とか、そう

いう子たちを受け入れているとおっしゃっていました。  

  ちなみに、本の貸出もしていないのでうちは図書館ではありません。

文化施設でございますということでして、周辺の中之島公園までの持ち

出しはできるけれども、貸出はしていない。その割には結構厚い本とか

もあって、これはいつどこでどうやって読むのだろうかみたいな、ちょ

っと思ってしまったりもしたのですけれども、ここも独自の分類、配架

をされていまして、本というものを使った人の集まる施設という感じな

のかなと思いました。  

伊井委員  ありが とう ござ いま す 。 専門 家の 對馬 委 員 とご 一緒 させ て い

ただ い た ので 、 配 架の 面 と か、 そ う いっ た こ とは 私 に 知識 が な かっ た

ので 、 そ うい う 意 味で も 、 大阪 国 際 の方 で も 、そ れ か らこ こ も そう で

すが、大変勉強させていただいたなと思っています。  

建築という点では、あそこが橋みたいになっているのですね、お写真、
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すごく上手に撮っているのですけれども。ああいうところは本当に子ど

も目線で、館全体が迷路みたいになっていて、すごく楽しい空間になっ

ているなと思いました。 

あと、どこの階が１階だか分からないようなつくりでしたけれども、

１階には座れるところがいっぱいあって、そこには引き出しが付いてい

るんですけれども、その１個１個の引き出しに１冊ずつ本が入っていて、

ちょうど親子の方がいらしていて、そこの引き出しを開けながら、「あ、

ここにこんな本があった」とか言いながら、すごく楽しい時間を過ごし

ているようでした。 

文化的な中之島の地区で、図書館ではなくて文化施設というお話が今

ありましたけれども、 1 2 のテーマ、自然と遊ぼうに始まり、本を動か

すとか、生きること死ぬことというところまでテーマが及んでいて、寄

附者である安藤忠雄さんの、子どもたちがいい本に出会う機会をという

その思いが子どもたちだけではなくて、子どもたちと一緒に大人にも伝

わっているのかなと思いました。階段を上手に使って読み聞かせもして

いたので、そういった意味でも楽しい施設になっているのかなと思いま

した。 

また、外国の方は結構建築関係、安藤忠雄さんの建築を見に来るとい

う、そういう目的で多く見えているというようなお話も伺いました。 

大変よい時間を過ごさせていただきました。ありがとうございまし 

對馬委員  お時間 いた だき まし て あ りが とう ござ い ま した 。ご 意見 、 ご  

質問あれば。  

大川委員  大阪国 際中 高で 、資 料 を 見る と、 デー タ ベ ース が３ 種類 あ り

まし た よ ね。 も し 覚え て い らっ し ゃ った ら 、 中学 校 、 高校 に そ れぞ れ

どん な も のが 入 っ てい た か とい う の と、 あ と 、今 、 杉 並の 中 学 校と か

小学 校 で 学校 に デ ータ ベ ー ス が 導 入 され て い ると こ ろ って あ る のか し

ら。 

對馬委員  基本的 には ない と思 い ま す 、 杉並 には 。 た だ、 今ど こが や っ

てい る か どう か 分 から な い けれ ど も 、ポ プ ラ ディ ア と いう 百 科 事典 が

ある の で すけ ど 、 その 百 科 事典 の ポ プラ デ ィ アオ ン ラ イン と い う デ ー

タベ ー ス があ る の です ね 。 それ を 、 例え ば １ クラ ス 分 とか 、 １ 年間 ず

つの 契 約 にな っ て くる の で 、そ れ を やっ て い た学 校 は あり ま し たが 、

今何 校 あ るか と か は 、 ご め んな さ い 、私 は 分 から な い です が 、 分か る
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方、いらっしゃいますか。  

統括指導主事（加藤）  済美教 育セ ンター の学 校図 書 館担当 で、 学校 図

書館 の 活 用実 践 校 とい う の を年 間 数 校、 学 校 から の 希 望に よ っ て指 定

して い ま して 、 今 年度 は ６ 校ご ざ い ます 。 そ の中 で 全 校 が 導 入 して い

るか ど う か、 す み ませ ん 、 今、 資 料 が手 元 に ない の で 明確 な お 答え は

難しいのですが、その中の数校がオンラインのS a g a s o k k a ! というオン

ラインで検索ができるシステムを導入しております。  

對馬委員  S a g a s o k k a ! は、オンライン上に辞典みたいなものがたくさん

あるのですけれども、 S a g a s o k k a ! というのと、他には Y o m o k k a ! とい

うのがあって、 Y o m o k k a ! は読書的な物語みたいなのがたくさん探せる

データベースです。 

大阪国際は詳しく聞いていないですけれども、多分百科事典的なもの

と、あと新聞とかももしかしたらデータベースで、多分中学、高校です

ので入っているのかなとは思いますが、私立は入っているところが結構

あります。 

大川委員  区立図 書館 では 結構 デ ー タベ ース も や は り さす がに 入っ て 充

実し て い るみ た い です ね 、 今、 調 べ てみ る と 。法 律 と か官 報 情 報も ち

ゃん と 区 立図 書 館 に行 け ば 見ら れ る 状況 に は なっ て い る。 そ こ が連 携

をも っ と でき た り とか 、 高 校が な い から そ こ まで 高 度 じゃ な く ても い

いのですけどね。 

對馬委員  多分中 学校 だと 、 公 共 の 図書 館に 行け ば 見 られ るよ とい う 案

内をするにとどまるということなのかなとは思います。  

教育長 よろしいでしょうか。では、ありがとうございました。  

  それでは、冒頭決定いたしましたとおり、ここからは非公開で審議を

させていただきます。  

その前に、庶務課長、連絡事項がございましたらどうぞ。  

庶務課長  次回の教育委員会定例会につきましては、 1 2月 1 1 日、水曜日、

午後 ２ 時 から を 予 定し て お りま す 。 どう ぞ よ ろし く お 願い し ま す。 以

上でございます。  

教育長  それ では 改め まし て、 議 案 の審 議を 行い ま す 。庶 務課 長、 お 願

いいたします。  

庶務課長  それでは、日程第１、議案第 6 9 号「杉並区長等の給与等に関

する 条 例 等の 一 部 を改 正 す る条 例 」 を上 程 い たし ま す 。私 か ら ご説 明
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を申し上げます。  

本年 1 0月 9日、特別区人事委員会は、各特別区の議会及び区長に対し

て、職員の給与等に関する報告及び勧告を行ったところでございます。  

勧告の内容は、職員の給与が民間従業員の給与を１万1 , 0 2 9円、率で

2 . 8 9 ％下回っているということから、公民較差を解消するため職員の

給料表を改定するとともに、特別給につきましては、民間の支給状況を

勘案 して 年間 の支 給月 数を 0 . 2 月 引 き上 げて 4 . 8 5 月 とす るも ので ござ

います。 

区では、こうした状況を踏まえて、本年 1 0月 3 1 日に区長等の給料並

びに区議会議員の議員報酬の額等につきまして、特別職報酬等審議会に

諮問したところ、同年 1 1月 2 2日に答申がなされました。  

答申の内容でございますけれども、区の財政状況及び特別区人事委員

会の勧告等の内容等を総合的に勘案した結果、区長等の給料月額及び議

員報酬月額については、一般の職員の給料月額の改定率が級及び号給ご

とに異なることを踏まえ、部長級の職員と同水準の 0 . 9％引き上げると

ともに、期末手当につきましては、その年間の支給月数を 0 . 2月引き上

げることが妥当であるとするものでございました。  

区では、この方針を受けまして検討した結果、区長等の給与及び議員

報酬等を答申どおり改定することにいたしました。  

このことに伴いまして、区長等の給与を改定する等の必要があるため、

この条例案を提出するものでございます。  

なお、関連する４件の条例の改正を条建てで行うとともに、同じ条項

を異なる施行期日において改正する必要があることから、８条建てとし

てございます。 

そのうち、第５条及び第６条につきましては、教育長の給与等に関す

る条例の一部を改正するものでございます。  

それでは、この議案のうち、教育長の給与等に関する条例の一部改正

の内容につきまして、資料に沿ってご説明を申し上げます。  

議案の最後に添付しております資料２の「給与改定等の概要」をご覧

いただきたいと思います。  

教育長の給料月額を 0 . 9％引き上げ、 7 7万 1 , 3 0 0円とするほか、期末

手当 の年 間の 支給 月数 を 0 . 2 月引 き 上げ 、 4 . 2 3 月と する もの でご ざい

ます。 
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最後に、施行期日でございますが、この条例は公布の日から施行する

こととしてございますが、第６条による期末手当に係る改正は、令和７

年 ４月 １ 日 から 施 行 する こ と とし て ご ざい ま す 。ま た 、 第５ 条 に よる

「改正後の給料」に係る規定は、令和６年 1 1 月１日から、「期末手当」

に係る規定は、同年 1 2 月１日からそれぞれ適用することとしてござい

ます。 

このほか、この条例の施行に必要な経過措置を定めてございます。 

以上で説明を終わります。議案の朗読は省略をさせていただきます。  

ただいま説明いたしました内容につきまして、何かご意見、ご質問な

どございましたらお願いいたします。いかがでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

それでは特にご意見ございませんでしたので、教育長、議案の採決を

お願いいたします。  

教育長  それでは、議案の採決を行います。議案第 6 9 号につきましては、

原案のとおり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは、異議がございませんので、議案第 6 9号につきまして

は、原案のとおり可決といたします。  

庶務課長  それでは、続きまして、日程第２、議案第 7 0号「杉並区幼稚

園教 育 職 員の 給 与 に関 す る 条例 の 一 部を 改 正 する 条 例 」を 上 程 いた し

ます。 

それでは、引き続き私からご説明を申し上げます。  

議案 7 0号の資料をご覧ください。  

議案第 6 9 号でもご 説明をいたしまし たとおり、特別区 人事委員会に

おける職員の給与等に関する報告及び勧告におきましては、公民較差を

解消するため、職員の給料表を改定するとともに、特別給については、

民間 の支 給状 況を 勘案 し、 年間 の月 数を 0 . 2 月 引き 上 げ 4 . 8 5 月と した

上で、この支給月数の引上げ分については、民間の状況等を考慮し、期

末手当及び勤勉手当に均等に配分することなどとするものでございます。  

特別給におきましては、この勧告の取扱いについて慎重に検討を進め

た結果、勧告の内容を実施することといたしました。  

このことに伴いまして、一般の職員の給与改定と同様に、幼稚園教育

職員の給与を改定する必要があるため、この条例案を提出するものでご
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ざいます。  

なお、同じ条項を異なる施行期日において改正する必要があることか

ら２条建てとしてございます。  

それでは、改正の内容につきまして、資料に沿ってご説明申し上げま

す。議案の最後に添付がございます資料２「給与改定の概要」をご覧く

ださい。 

は じ め に 、 給 料 表 で ご ざ い ま す が 、 公 民 較 差 １ 万 1 , 0 2 9 円 、 率 で

2 . 8 9 ％を解消するため 、給料月額を引き上げる というものでございま

す。 

次に、扶養手当でございますが、配偶者等に係る手当を廃止し、子に

係る手当額を引き上げることとするものでございます。  

続きまして、特別給でございますが、職員及び管理職員の期末手当及

び勤勉手当の年間の支給月数をそれぞれ 0 . 1月引き上げ、年間の特別給

を 4 . 8 5 月とするほか、定年前再任用短時間勤務職員等につきましても、

記載のとおり支給月数を引き上げるものでございます。  

最後に、施行期日等でございます。  

この条例は公布の日から施行することとしてございますが、第２条に

よる扶養手当並びに期末手当及び勤勉手当に関する改正は、令和７年４

月１日から施行することとしてございます。また、第１条による改正後

の給料表に係る規定は令和６年４月１日から、期末手当及び勤勉手当に

関する規定は同年 1 2 月１日から適用することとしてございます。この

ほか、この条例の施行に伴い必要な経過措置を定めてございます。  

以上で説明を終わります。議案の朗読は省略をさせていただきます。  

それでは、ただいまの説明内容につきまして、何かご質問、ご意見な

どございましたらお願いをいたします。よろしいでしょうか。  

それでは、特にないようなので、教育長、議案の採決をお願いいたし

ます。 

教育長  それでは、議案の採決を行います。議案第 7 0 号につきましては、

原案のとおり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは、異議がございませんので、議案第 7 0号につきまして

は、原案のとおり可決といたします。  

庶務課長  続きまして、日程第３ 、議案第 7 1 号「杉並区学校教育職員の
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給与に関する条例の一部を改正する条例」を上程いたします。  

それでは、引き続き、私からご説明を申し上げます。  

議案 7 1 号の資料を ご覧ください。特 別区人事委員会の 職員の給与等

に関する報告及び勧告におきましては、職員の特別給について、年間の

支給月数を 0 . 2月引上げ、引上げ分については、期末手当及び勤勉手当

に均等に配分することとしてございます。また、区費負担の教育職員に

適用される給与制度は、東京都の教育職員との均衡を考慮して改定等を

行うことが適当であるとされたところでございます。  

 東京都の教育職員の給与につきましては、本年 1 0月 1 8 日、東京都人

事委員会から都知事等に対し報告及び勧告が行われ、その内容につきま

して は、 職員 の給 与 が 民間 従業 員の 給与 を１ 万 5 9 5 円 、率 で 2 . 5 9 ％下

回っていることから、公民較差を解消するため、職員の給料表を改定す

ることとするものでございます。  

 区では、これらのことを踏まえ、慎重に検討を進めた結果、勧告の内

容を実施することといたしました。  

 このことに伴いまして、区費負担の教育職員の給料を改定する必要が

ございますので、この条例案を提出するものでございます。  

 なお、同じ条項を異なる施行期日において改正する必要があることか

ら、２条建てとしてございます。  

 それでは、改正の内容について、資料に沿ってご説明を申し上げます。  

 議案の最後に添付しております資料２「給与改定の概要」をご覧くだ

さい。 

 は じめ に、 給料 表で ござ いま す。 公民 較差 １万 5 9 5 円、 率で 2 . 5 9 ％

を解消するため給料月額を引き上げるものでございます。  

 次に、扶養手当でございますが、幼稚園教育職員と同様に配偶者等に

係る手当は廃止し、子に係る手当を引き上げるということとするもので

ございます。 

 続きまして、特別給でございますが、幼稚園教育職員と同様に、期末

手当及び勤勉手当の支給月数を引き上げるものでございます。  

 最後に、施行期日及び経過措置につきましては、幼稚園教育職員と同

様の取扱いとしてございます。  

 以上で説明を終わります。議案の朗読は省略をさせていただきます。  

 それでは、ただいまの説明内容につきまして、ご意見、ご質問などご
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ざいましたらお願いをいたします。よろしいでしょうか。  

  それでは、ないようでございますので、教育長、議案の採決をお願い

します。 

教育長  議案の採決を行います。議案第 7 1 号につきましては、原案のと

おり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  異議がございませんので、議案第 7 1 号につきましては、原案の

とおり可決といたします。  

それでは、以上で本日予定されておりました日程は全て終了いたしま

した。 

 本日の教育委員会を閉会いたします。  


